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　令和元年11月3日（日）に、やまびこドーム（松本市）で行われた信州バザールイベント
内において、「第42回長野県児童・生徒木工工作コンクール表彰式」が、受賞者やその関係
者及びイベントに来場された多くの皆様のご参加により開催され、受賞者へ県産スギ材の木製
賞状が贈呈されました。

「第42回長野県児童・生徒木工工作コンクール表彰式」



　

令
和
元
年
十
月
十
二
日
に
上
陸
し
た
台
風
19
号
は
、
佐
久
穂
町
上
石
堂
の
観

測
所
で
、
連
続
降
雨
量
五
七
八
ミ
リ
、
北
相
木
村
で
四
一
一
・
五
ミ
リ
、
佐
久

市
で
三
一
一
・
五
ミ
リ
、
上
田
市
鹿
教
湯
で
三
三
〇
ミ
リ
、
松
本
市
美
鈴
湖
で

一
四
九
ミ
リ
、
長
野
市
松
代
で
一
八
九
ミ
リ
、
飯
山
市
斑
尾
で
二
六
二
ミ
リ
を

記
録
す
る
な
ど
、
場
所
に
よ
っ
て
観
測
史
上
有
数
の
豪
雨
に
な
る
と
も
に
、
信

濃
川
水
系
の
計
六
河
川
が
氾
濫
し
、
長
野
県
の
東
部
・
北
部
地
域
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
の
被
害
は
、
家
屋
や
道
路
、
河
川
、
農
地
、
山
林
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
県

内
の
被
害
総
額
は
二
千
三
百
億
円
を
越
え
て
い
ま
す（
十
一
月
七
日
現
在
）。
ま

た
、
多
く
の
山
林
を
有
す
る
長
野
県
で
は
森
林
・
林
業
関
連
分
野
へ
の
被
害
も

甚
大
で
あ
り
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
木
材
生
産
流
通
施
設
及
び
特
用
林
産
施
設

（
き
の
こ
等
）へ
の
浸
水
、
山
腹
の
崩
壊
、
林
道
施
設
の
損
壊
な
ど
の
林
務
関
連

被
害
総
額
は
七
十
五
億
円
を
越
え
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
で
も
早
く
安
心
し
た
生
活
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
国
の
支
援
策
も
活
用
し
な
が
ら
復
旧
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

台
風
19
号
に
よ
る
治
山
・
林
道
・
林
業
関
係
施
設
の

被
災
状
況
と
復
旧
に
向
け
て

　 

木
材
加
工
流
通
施
設

　

長
野
市
穂
保
地
区
の
千
曲
川
堤
防
の

決
壊
に
よ
り
、
市
内
三
施
設
の
機
械
設

備
類
に
九
億
二
千
万
円
の
浸
水
被
害
が

発
生
し
、
稼
働
が
停
止
し
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
北
信
木
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
場
・
選
木
機
・
事

務
所
等
が
約
一
・
五
ｍ
浸
水
し
、
市
場

機
能
が
一
時
停
止
し
ま
し
た
が
、
関
係

者
の
御
努
力
に
よ
り
、
材
の
受
入
れ
・

出
荷
を
再
開
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は

７
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

県
で
は
、
被
災
者
支
援
制
度
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
早
期

復
旧
に
向
け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

　 

特
用
林
産
施
設

　

特
用
林
産
施
設
及
び
特
用
林
産
物
被
害
は
、
長
野
市
、
中
野
市
等
の
北
信
を

中
心
に
き
の
こ
生
産
施
設
・
設
備
の
浸
水
被
害
や
、
長
期
の
停
電
に
よ
り
き
の

こ
や
菌
床
に
被
害
が
発
生
し
、
被
害
施
設
は
約
三
〇
箇
所
、
被
害
額
約
三
十
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す（
十
一
月
二
十
二
日
現
在
）。

　

長
野
県
で
は
今
回
の
特
用
林
産
施
設
等
の
被
害
支
援
対
策
と
し
て
林
野
庁
の

林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
事
業
や
中
小
企
業
庁
の
中
小
企
業
等

グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業（
グ
ル
ー
プ
補
助
金
）等
の
国
の
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
施
設
・
設
備
の
再
整
備
、
菌
床
等
の
撤
去
・
処
分
及
び
資
材

導
入
の
支
援
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
信
州
の
木
活
用
課
】

林務関連被災市町村

1 億円～

１千万～1億円

～１千万円

千曲川

凡例 被害額等 

※　降雨量が特に多かった東信地域を中心
　に、山腹崩壊や林道施設への被害が甚大。
　　他方、北信地域では河川の氾濫による
　林業関係施設への被害が多く発生した。

北信木材センターの被災状況



　 

林
道
施
設

　

近
年
、
大
き
な
災
害
の
あ
ま
り
な

か
っ
た
林
道
で
す
が
、
平
成
十
八
年
以

来
の
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
道
被
害
の
大
き
か
っ
た
佐
久
管
内

で
は
雨
量
が
五
〇
〇
㎜
／
二
四
ｈ
超
の

群
馬
県
境
を
中
心
と
す
る
佐
久
市
、
佐

久
穂
町
、
北
相
木
村
、
上
田
管
内
で
は
、

三
〇
〇
㎜
／
二
四
ｈ
超
の
上
田
管
内
南

側
の
上
田
市
、
長
和
町
が
中
心
に
被
災

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
は
、
六
〇
㎜
／
ｈ
を
超

え
る
よ
う
な
降
雨
は
な
く
、
三
〇
㎜
／

ｈ
前
後
の
降
雨
が
長
時
間
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
災
害
の
特
徴
と
し
て
、

山
の
斜
面
全
体
が
抜
け
る
よ
う
な
法
面

崩
壊
は
少
な
く
、
多
量
の
降
雨
に
よ
る

ヒ
ュ
ー
ム
管
等
の
排
水
施
設
が
土
砂
や

流
木
に
よ
り
閉
塞
し
、
路
面
に
水
が

回
っ
た
こ
と
に
よ
る
路
面
洗
掘
や
路
肩

決
壊
・
路
体
流
出
が
目
立
ち
ま
す
。

　

十
二
月
九
日
か
ら
国
に
よ
る
林
道
災
害
査
定
が
始
ま
り
、
年
を
ま
た
い
で
一

月
十
日
ま
で
、
計
七
班
が
長
野
県
の
各
所
に
入
り
ま
す
。

　

林
道
災
害
が
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
き
た
森
林
資
源

の
循
環
利
用
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
迅
速
な
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
○
林
道
被
害
路
線
数
：
三
二
七
路
線
、
一
，
七
三
〇
箇
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
億
七
千
万
円
、
う
ち
査
定
予
定
箇
所
数
二
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箇
所（
十
一
月
八
日
時
点
）

【
信
州
の
木
活
用
課
】

 

　
山
地
災
害

　

台
風
19
号
は
、
長
野
県
内
に
記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
、
千
曲
川
流
域
を

中
心
と
し
た
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
山
間
部
に
お
い
て
も
山
腹
崩
壊
や
土
石
流
に
よ
る
山
地
災
害
が
多
く
発

生
し
、
人
家
や
道
路
、
公
共
施
設
等
が
被
災
し
ま
し
た
。
今
後
の
対
策
と
し
て
、

市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
治
山
事
業
と
し
て
緊
急
的
に
対
策
が
必
要
な

箇
所
に
つ
い
て
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
等
に
よ
り
早
期
復
旧
を
図
り
、
そ
れ

以
外
の
箇
所
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
復
旧
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
台

風
被
害
を
教
訓
と
し
、
山
地
災
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
森
林
に
お
け

る
危
険
箇
所
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
を
行
い
、「
災
害
に
強
い
森
林
」
を
目
指
し
て
、

森
林
整
備
や
施
設
整
備
に
よ
る
事
前
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
○
山
地
災
害
発
生
件
数
及
び
被
害
額
：
八
四
箇
所
　
二
十
一
億
九
百
万
円

　
　
　（
う
ち
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
予
定
件
数
及
び
復
旧
額
：
一
四
箇
所

　
　
　  

十
二
億
六
千
万
円
）（
令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日
時
点
）

　【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

佐久穂町　林道大上線（路体流出）上田市　林道ほどがい線（路体流出）

山腹崩壊：上田市鹿教湯（かけゆ）

土石流：川上村白床（しらとこ）



トピックス

海外先進国との連携による
新たな森林イノベーションの創出

【サステナビリティ・観光省との覚書締結】
写真左：春日嘉広 長野県林業総合センター所長
写真右：マリア･パテック サステナビリティ・観光大臣

【北カルヤラ県との覚書締結】
写真左：山﨑明 長野県参与
写真中：リスト･ポウティアイネン 北カルヤラ県長官
写真右：白鳥孝 伊那市長

インスブルックの山岳と街並

【高性能林業機械工場の調査】

　
　
　
　
　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
調
査

　

長
野
県
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
農
林
環
境
水
資
源
管
理
省

と
平
成
27
年
度
に
技
術
交
流
等
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
研
修
へ
の
県
内
林
業
技
術
者

の
参
加
、
次
世
代
森
林
産
業
展
２
０
１
９
の
開
催
な
ど
、
連

携
・
交
流
の
取
組
を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
先
方
省
庁
の
組
織
再
編
に
よ
り
新
た
に
観
光

も
所
掌
分
野
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
編
後
の
組
織
で
あ
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
観
光
省
と
、
こ
れ
ま
で
の
林
業
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
に
観
光
分
野
を
加
え
た
覚
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
世
界
有
数
の
山
岳
高
原
観
光
リ
ゾ
ー
ト
を
形
成
し

て
い
る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
周
辺
に
お
い
て
、
森
林
や
山
岳
の

有
す
る
多
面
的
な
価
値
を
利
用
し
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
等
を
誘
致
す
る
仕
組
み
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
に
締
結
し
た
覚
書
に
基
づ
き
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
の
連
携
・
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
調
査

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
政
策
の
中
心

に
据
え
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
積
極
的
活
用
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
な
ど
を
通
じ
、
国
際
競
争
力
の
高
い
森
林
関
連
産

業
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
中
で
も
森
林
関
連
産
業
が

集
積
し
、
そ
れ
ら
の
連
携
に
よ
り
絶
え
ず
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
し
て
い
る
北
カ
ル
ヤ
ラ
県
と
長
野
県
、
そ
し
て
北
カ

ル
ヤ
ラ
県
と
伊
那
市
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー

等
の
分
野
で
連
携
・
交
流
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
覚
書
締
結
に
併
せ
て
、
北
カ
ル
ヤ
ラ
県
の
中
で
も

特
に
森
林
関
連
産
業
が
集
積
し
〝
Ｅ
Ｕ
の
森
の
首
都
〞
と
呼

ば
れ
て
い
る
ヨ
エ
ン
ス
ー
に
お
い
て
、
世
界
有
数
の
高
性
能

林
業
機
械
工
場
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
今
回
の
調
査
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
先

進
的
な
取
組
を
多
数
調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
報
告

会
の
開
催
や
報
告
書
の
公
開
を
通
じ
て
、
今
後
成
果
の
普
及

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　長野県海外林業技術等導入促進協議会（平成27年４月設立、会長：植木達人信州大学農学部教授）は、
10月18日から10月27日までの10日間、オーストリアのウィーン及びインスブルック、フィンランドの
ヘルシンキ、ヨエンスー及びロヴァニエミにおいて、森林・林業技術交流推進調査を行いました。こ
の調査訪問には、白鳥伊那市長はじめ、長野県、林業関係団体等から計８名が参加し、オーストリア
やフィンランドの政府機関等と連携・交流に関する覚書締結などを行ってまいりました。今回は、調
査の成果を報告します。 【森林政策課】

10/19

10/21
〜

10/22

10/26
〜



トピックス

　
　
苗
木
生
産
に
欠
か
せ
な
い
採
種
園

　

前
回
の
コ
ラ
ム
で
、
採
種
園
と
い
う
話
題
が
出
ま
し
た
。「
採
種
園
」
は
、
林
業

用
の
苗
木
に
使
わ
れ
る
種
子
を
採
る
た
め
の
林
と
し
て
、
県
内
８
カ
所（
小
海
町
、

佐
久
穂
町
、
川
上
村
、
箕
輪
町
、
高
森
町
、
南
木
曽
町
、
塩
尻
市
、
須
坂
市
）に
あ

り
ま
す
。
本
県
で
よ
く
植
え
ら
れ
る
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
種

子
は
こ
こ
で
生
産
し
て
い
ま
す
。
園
内
に
植
え
た
木
は
、「
精
英
樹
」
と
呼
ば
れ
る

成
長
に
優
れ
、
木
材
と
し
て
の
性
質
が
良
好
な
木
で
す
。
一
見
す
る
と
、
樹
形
が
い

び
つ
で
、
と
て
も
良
質
な
木
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
形
で
整
え
て
い

る
の
で
す
。
樹
木
の
種
子
は
、樹
冠
な
ど
の
日
当
た
り
の
よ
い
枝
に
多
く
着
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の
種
子
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
、
樹
冠
を
低
く
抑
え
、
枝
を

長
く
張
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
採
種
園
の
木
は
同
樹
種
で
も
隣
同
士
が
す
べ
て
異
な
る
品

種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
う
し
て
お
か
な
い
と
優
良
な
種
子
が
採
れ
な
い
の
で

す
。
林
業
で
使
う
こ
と
が
多
い
カ
ラ
マ

ツ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
は
、
同
じ
木
に
雄
花

も
雌
花
も
咲
き
、
花
粉
は
風
に
乗
っ
て

交
配
し
ま
す
が
、
同
じ
木
で
受
粉
し
て

も
結
実
で
き
な
い
た
め
、
必
ず
別
の
個

体
と
交
配
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
隣
同
士
は
別
品
種
の
精
英
樹
を

植
え
て
、
交
配
さ
せ
る
こ
と
で
、
全
体

と
し
て
、
木
材
生
産
に
適
す
る
優
良
な

種
子
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
を
活
用
し
た
子
育
て
や
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
人
、
関

心
が
あ
る
人
が
全
国
か
ら
集
ま
る「
学
校
の
森
・
子
ど
も
サ
ミ
ッ

ト
」
が
、
十
一
月
二
日
に
伊
那
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、「
森
が
ぼ
く
ら
の
教
室
だ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
日

常
的
に
森
に
親
し
ん
で
い
る
、
伊
那
西
小
学
校
。
当
日
は
、
子

ど
も
た
ち
が
普
段
林
内
で
行
っ
て
い
る
様
々
な
活
動
の
様
子
を

披
露
し
な
が
ら
参
加
者
を
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
森
が
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
育
ち
に
、
ど

ん
な
意
味
、
効
果
を
持
つ
の
か
？
と

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
や
幼
稚
園

で
子
ど
も
と
森
と
の
関
わ
り
を
見
つ

め
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
の
言
葉
に
は
、

重
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
森

と
つ
な
が
る
こ
と
を
地
元
伊
那
市
か

ら
提
案
す
る
映
像
と
音
楽
が
会
場
を

包
み
込
み
、
三
百
人
を
超
え
る
参
加
者

の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
「
森

へ
の
入
口
」
を
見
つ
け
、
持
ち
帰
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
、（
特
非
）共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

森
と
自
然
の
育
ち
と
学
び
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、（
独
）国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
、

長
野
県
、
長
野
県
教
育
委
員
会
、
伊
那
市
、
伊
那
市
教
育
委
員
会
、

伊
那
市
ミ
ド
リ
ナ
委
員
会
、
林
野
庁

苗
木
を
知
ろ
う
！
（
第
３
回
）

コ
ラ
ム

学
校
の
森
・
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
し
た

　【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
　
指
導
部
】

　【
森
林
政
策
課
】

カラマツ採種園（中箕輪採種園）

主主主
催
主
催
主
催
主
催
：
学
：
学
：
学
：
学
校
の
校
の
校
の
校
の
森
・
森
・
森
・
森
・
子
ど
子
ど
子
ど
子
ど
も
サ
も
サ
も
サ
も
サ
ミ
ッ
ミ
ッ
ミ
ッッ
ト
実
ト
実
ト
実
ト
実
行
委
行
委
行
委
行
委
員
会
員
会
員
会
員
会会会

主主
催
主
催
主
催
主
催

学学
：
学
：
学
校
の
校
の
校
の
校
の
森森森森
・
子
ど
子
ど
子
ど
子
ど
も
サ
も
サ
も
サ
も
サ
ミ
ッ
ミ
ッ
ミ
ッッ

実
ト
実
ト
実
ト
実
行
委
行
委
行
委
行
委
員
会
員
会
員
会
員
会会

主主主主
催
：
学
校
の
森
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委

会
員
会

主主主
催
：
学
校
の
森
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会



トピックス

　

去
る
十
一
月
七
日
に
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
第
３
回
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
大
賞
」
の
表
彰
式
が
あ
り
、
農
林
水
産
省
関
係
の
技
術
開
発
部
門
に
お
い
て
、
長

野
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進
課
が
応
募
し
た
「
木
材
を
活
用
し
た
治
山
工
法（
階

段
式
木
工
沈
床
）の
開
発
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
は
、
日
本
国

内
の
社
会
資
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
以
下
「
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
。）に
係
る
優
れ

た
取
組
や
技
術
開
発
を
表
彰
し
、
好
事
例
と
し

て
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
わ
る
事
業
者
、
団

体
、
研
究
者
等
の
取
組
を
促
進
し
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
産
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
理
念
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
国
土
交
通
省
を
主
体
に
関

係
６
省（
総
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・

農
林
水
産
省
・
防
衛
省
）に
お
い
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
階
段
式
木
工
沈
床
工
は
、
治
山
ダ
ム
の
上
流
に

施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、
治
山
ダ
ム
の
高
さ
を
低
く
設

定
で
き
、
治
山
ダ
ム
の
設
置
コ
ス
ト
の
縮
減
と
生
態
系

へ
の
負
担
の
軽
減
が
図
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
木
材
を
水

中
・
土
中
に
没
し
た
環
境
で
使
用
し
て
い
る
た
め
、
木

材
の
摩
耗
・
腐
朽
が
ほ
と
ん
ど
進
行
せ
ず
、
部
材
交
換

等
の
維
持
管
理
費
用
の
軽
減
に
も
繋
が
っ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
を
糧
に
、
引
き
続
き
、
土
木
工
事
に
お
い

て
も
木
材
の
特
質
を
生
か
し
、
木
材
の
利
用
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
十
一
月
十
日（
日
）に
長
野
市
中
部
公
民
館
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
長

野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
然
食
品
、

健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
、「
き
の
こ
」
を
メ
イ
ン
材
料
に
し
た
ア
イ
デ
ア
に

富
む
料
理
を
募
集
し
、
優
秀
な
作
品
を
選
奨
す
る
と
と
も
に
、
広
く
公
開
し
て
き
の

こ
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
当
日
は
、
応
募
総
数
九
十
八
名
の
中

か
ら
書
類
選
考
に
よ
り
選
ば
れ
た
九
名
に
よ
る
き

の
こ
料
理
の
実
演
と
審
査
員（
長
野
調
理
製
菓
専
門

学
校
石
坂
豊
明
校
長
他
五
名
）に
よ
る
試
食
を
行
い
、

お
い
し
さ
や
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ
、
普
及
性
等
を
審

査
し
、
長
野
県
知
事
賞
他
四
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

長
野
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
今
井
帆
乃
佳
様
は
、
令

和
二
年
三
月
十
三
日（
金
）に
東
京
都
に
お
い
て
開
催

予
定
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
状
況
を
、
長
野
県
魅
力
発
信

ブ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
長
野
県
公
式

キ
ッ
チ
ン
に
出
品
作
品
の
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
て

い
く
予
定
で
す
。
当
サ
イ
ト
に
は
過
去
の
長
野

県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
品
な
ど

長
野
県
に
ち
な
ん
だ
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
長
野
県
魅
力
発
信
ブ
ロ
グ

　
　U
R
L

：https://blog.nagano-ken.jp/

　
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン

　
　U

R
L

：https://cookpad.com
/kitchen/9

9
0
7
8
7
0

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

第
３
回「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

大
賞
・
優
秀
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た

【
信
州
の
木
活
用
課
】

出場者と審査員集合写真

長野県知事賞
「きのことサバ缶のオーブン焼き」
上田千曲高等学校　今井 帆乃佳 様

16ｍ

６％

12％

水衝部崩壊地

水衝部崩壊地

木工沈床（現地発生石中詰）

従来工法

考案工法

有効落差2.5m

有効落差1.0m

階段式木工沈床の施工状況写真
（岡谷市　横川山）

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】



トピックス

　

中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
18

日
に
開
設
57
周
年
記
念
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。ヒ
ノ
キ
６
・
０
m（
末
口
42
㎝
）

１
５
８
，
3
0
0
円
/
㎥
、
ケ
ヤ
キ
４
・

０
m（
末
口
66
㎝
）３
０
０
，
０
０
０
円

／
本
な
ど
、
高
齢
級
の
大
径
材
を
中
心

に
高
値
が
多
数
見
ら
れ
、
活
気
の
あ
る

市
売
り
と
な
り
ま
し
た
。販
売
量
は
６
，

１
０
０
㎥
、
売
上
高
は
７
，
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
19

日
に
開
設
58
周
年
記
念
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。ヒ
ノ
キ
６
・
０
m（
末
口
44
㎝
）

１
６
０
，
０
０
０
円
/
㎥
な
ど
、
ヒ
ノ

キ
の
元
玉
や
広
葉
樹
に
高
値
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
販
売
量
は
２
，
６
４
０
㎥
、

売
上
高
は
３
，
６
０
０
万
円
で
し
た
。

　

県
内
の
各
木
材
セ
ン
タ
ー
に
て
、
当

会
の
販
売
事
業
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
開
設
周
年
記
念
市
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
森
林
組
合
を
は
じ
め
、
多
く
の
出

荷
者
様
か
ら
優
良
材
を
大
量
に
ご
出
荷

い
た
だ
き
、
本
年
度
も
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
19
号
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け

た
北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
14

日
に
開
設
61
周
年
記
念
・
災
害
復
興
祈

願
特
別
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
６
・
２
m（
末
口
50
㎝
）１
２
５
，

０
０
０
円
／
㎥
、
タ
モ
６
・
４
m（
末
口

50
㎝
）１
１
１
，
０
０
０
円
／
㎥
、
ク

ロ
ガ
キ
３
・
４
m（
末
口
20
㎝
）３
７
，

０
０
０
円
／
本
な
ど
、
広
葉
樹
を
中

心
に
高
値
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
販
売

量
は
４
，
６
９
０
㎥
、
売
上
高
は
４
，

５
０
０
万
円
で
し
た
。　
　

各
木
材
セ
ン
タ
ー

記
念
市
開
催

浸
水
被
害
を
受
け
た

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

水が引いた土場内の状況崩れた丸太
水に浸かった北信木材センター
撮影：©アジア航測㈱・朝日航洋㈱

高値のついたタモ
（北信木材センター）

ヒノキの元玉
（中信木材センター）

ヒノキ良材が多数出品
（伊那木材センター）

　

台
風
19
号
に
よ
る
千
曲
川
の
堤
防
決

壊
に
伴
い
浸
水
被
害
を
受
け
た
北
信
木

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
敷
地
全
体
が
水
に

つ
か
り
、
浸
水
深
は
１
・
５
m
に
達
し

ま
し
た
。

　

土
場
に
椪
積
さ
れ
た
丸
太
は
全
て
崩

れ
、
一
部
は
敷
地
外
へ
流
出
す
る
被
害

も
発
生
し
ま
し
た
。
選
木
機
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
も
故
障
し
、
事
務
所
内
も
机

の
中
ま
で
泥
水
に
浸
か
り
ま
し
た
。

　

被
災
後
、
数
日
間
は
丸
太
の
受
け
入

れ
・
出
荷
が
で
き
ず
、
市
場
機
能
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
の
間
多
く

の
皆
様
か
ら
、
場
内
及
び
事
務
所
の
復

旧
作
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
10
月

末
に
は
丸
太
の
受
け
入
れ
と
出
荷
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

や
お
見
舞
い
、
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
は
、
仮
事
務
所
で
の
業
務

と
な
り
、
丸
太
の
受
け
入
れ
や
出
荷
に

関
し
て
も
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
職
員
一
同
、
地
域
の
木
材
流
通
の

拠
点
と
し
て
、
林
業
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
ま
す
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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